
 

 
 
 
 
 

  

 

 

もし、誰かが周りで突然に倒れて「救急車をよんでください」と言われたら、対応できますか？ 

万が一の時に備え、落ち着いて対応できるように確認しておきましょう。 

＊救急安心センター「♯７１１９」とは？  

「救急車を呼んだほうがいいのかな」「今すぐ病院に行ったほうがいいのかな」など、 

急な病気や怪我をしたときの相談窓口です。長崎県と 21市町が協同していて、24時

間 365日医師や看護師から電話でアドバイスを受けることができます。 

どなたでも無料でご利用できます。（通話料は自己負担） 

相談内容：救急車を呼んだほうがいいかな？（病気やケガの緊急性） 

：今すぐ病院へ行くほうがいいかな？（応急手当の方法） 
：どこの病院へ行けばいいかな？（受診可能な医療機関の案内） 

←詳細は長崎市の HPに記載されています。 

令和 7 年９月発行  

  長崎南高校 保健室 

9月 9日 救急の日 「いざ」という時のために覚えておきましょう 
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＊虫に刺された時の応急手当 

まずは流水で十分に洗い流すこと。（刺された針が残っている場合は毛抜きなどで取り除くこと） 

腫れや痛みが引かない場合は受診してください。 

ハチやムカデなどに刺された直後から、「息苦しい」「傷口以外にも口や手足が腫れる」「繰り返し嘔吐する」「意識

の状態が悪い」場合などアナフィラキシーの症状がある場合は、すぐに救急車を呼び、病院受診が必要です。 

 

＊マダニ類による感染症も発生しています 

マダニ類やツツガムシ類は、野外の藪や草むらに生息しているダニで、野生動物が出没する環境に 多く生息している

ほか、民家の裏山、裏庭、畑やあぜ道などにも生息しています。マダニ類は「日本紅斑熱」や「重症熱性血小板減少症

候群（SFTS）」を媒介し、ツツガムシ類は「つつが虫病」を媒介します。  

マダニ類が媒介する日本紅斑熱は、発熱・発疹が主な症状で、ダニの刺し口が多くの患者で認められます。県内では

2025年第 33週までに 16件の報告があり、過去 5年の同時期と比較して、多く報告 があがっています。   

マダニ等が媒介する感染症の予防には、ダニに咬まれないことが重要です。野外で活動する際は、 長袖、長ズボン、

長靴を着用するなどして肌の露出を極力避け、マダニに有効な虫よけ剤を使用して 感染防止に心がけましょう。 

もし、マダニ等に咬まれていたことに気づいた場合、無理に取り除こうとせず、

皮膚科等の医療機関で適切に処置してもらいましょう。 また、咬まれた後に発熱

等の症状が あった場合は、速やかに医療機関を受診しましょう。受診した医療機

関では、咬まれた状況などをで きるだけ詳細に説明しましょう。 

 

 

 

 

健康診断の結果、治療・検査が必要な人で、夏休み中に受診をすませた人は、報告書を担任の先生か保健室まで提出

をお願いします。 

 また、学校管理下（部活動等）でケガ・熱中症等で受診した際の申請書類の提出についても、早めにお願いします。まだ

手続きをしていない人も、早めに保健室に報告して下さい。 

参考資料：東山書房「健康教室」日本学校保健研修社「健」  長崎県感染症情報センター   

虫刺されに注意！！ アナフィラキシー症状を起こすこともあります 

 

血を吸うと体長が 

約 10倍に！！ 

 

 

 

受診報告書や災害共済給付の書類の提出をお願いします 

 


